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新型コロナウイルス感染症まん延防止等重

点措置が６月２０日まで延長されたことを受

けて、修学旅行の延期や運動会・体育祭を無

観客にするなど、急遽の変更がありました。

昨年度は手探り状態で新型コロナウイルス感

染症防止策を考え、やむを得ず中止する行事

が数多くありましたが、今年度は対策を十分

に講じた上で各行事の開催予定を立てまし

た。しかし、新たな措置が出されたことによ

り度重なる変更を余儀なくされました。その

中で子どもたちに最高の思い出となるような

運動会・体育祭を行うことができました。 

－１－ 

 
  

 ソーシャルディスタンシングを講じて白熱しました！ 

習志野市ホームページ 
学校教育だよりはこちら 
から御覧いただけます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

－２－ 

 
   

 

今年も学年別の運動会でしたが、昨年より種目を追加して行いま

した。学級で作戦を立て、勝利を目指して練習しました。当日は天候

にも恵まれ、全力で競技に取り組む姿を見て、このような時期に実施

できたことに感謝しています。 体育主任  賴成 佑紀子 先生 

 

今年の運動会は昨年と比べると伸び伸びと、そしてハイレベルな戦

いが繰り広げられ、五中の顔としてふさわしい姿が見せられたと思い

ます。この学年で過ごして3年目になりますが、この学年でよかった

と思えました。     実行委員長   3 年 宇津木 響 さん 

一致団結学級対抗「長縄跳び」 

クライマックス「棒通し」 

 
  

 
  

 

制限がある中での練習でも、児童は、意欲的に取り組みダン

スの演技を見事に完成させました。特に最後の運動会だった

６年生のフラッグの演技は、心のこもった発表で参観された

保護者からも大きな拍手をいただきました。 

体育主任 久米田 侑希 先生 

先生方が準備してくださったおかげで開催できて、嬉しく

思います。全学年、運動会のための練習を一生懸命行ってい

たので、本番ではきれいにできていたのだと思います。６年

生は、演技だけでなく係として運動会の運営も頑張りました。      

児童代表 武内 駿也 さん 

 

子ども達が運動会をとても待ち望んでいたのだと、改めて感じまし

た。練習に励む姿や、本番での表情はとても生き生きとしていました。

縮小した形ではありましたが、実花小全員の一体感を感じることがで

きた貴重な行事となったと思います。 体育主任 中野 健太 先生 

「仲間と心を一つに勝利をつかみとれ！」というスローガンのもと

運動会を行えたことがとてもうれしかったです。小学校最後の運動会

で、心を一つにして、そろったフラッグの演技をすることができ、最

高の思い出をつくることができました。      実花小児童代表 

５月１５日（土）第五中  ５月２２日（土）実花小 
５月２９日（土）大久保小 ※無観客で開催 

伝統「ソーラン節」 

白熱「応援合戦！」 

６学年種目「フラッグ」 

２学年種目「ダンス」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－３－ 

 

国立政策研究所・直山調査官によると、小学校の外国語教育における学級担任の役割はとても大き

いことが報告されています。児童個々の得意な部分を把握し、他教科の学習内容を生かした教科横断

的な指導ができる学級担任の力は、児童の学習意欲の向上や深い学びにつながっているとのことです。

また、笑顔で一生懸命外国語を使いながら授業をする姿は、児童にとって学びのモデルであり、安心

して発話することにもつながっています。専科教員とのコラボも魅力ある取組です。 

本市にも、日々、専門性を向上させている学級担任の先生方がたくさんいます。昨年度、要請訪問

にて、元気でさわやかな授業展開が見られた実籾小学校の取り組みを御紹介いたします。 

 

小学校 3 年生の形や色の学習において、「友達にカードをプレゼントす

る」活動です。英語を使うことが目的ではなく、「友達が喜んでくれるよう

なカードを作る」ために、学習した英語を使ってやり取りする姿は、まさに

現実社会で英語を使う過程と同じです。また、イラスト 

だけでどんなやり取りをするかを児童に提示した取り 

組みは、小学校では大きな意味を持ちます。英語を苦 

手に感じさせる大きな要因は文字指導です。慌てず慎 

重な導入を図る必要があります。 

 

小学校 1年生において、数の言い方に親しむ授業が行われました。大切にさ

れていたのは、「教えることではなくて、気づきを拾う」ことでした。シンプル

なゲームを通じて、身体を動かし、体験的に英語に親しむ指導は、どの児童に

も楽しく取り組めて、自信につながるものでした。 

日本人ティーチングアドバイザーが各小学校を巡回して、

先生方のニーズに合わせて指導・助言を図る、本市独自の取

り組みも今年度が最後となります。アドバイザーからは、学

級担任の先生方の力が伸びているポイントとして、次のよう

なことが報告されました。 

 シンプルな英語を使って指示ができている 

 英語でたくさん褒めることができている 

 ＡＬＴとモデル会話ができる先生が増えている 

この１年間で、ＡＬＴとのティームティーチングが自信をも

ってできている先生方が、各校に増えてきているとのことです。 

各校にセルフチェックシート（アンケート）が配付されていま

す。自身の課題を明確にして、アドバイザーとのコミュニケー

ションにお役立てください。 

 

友達が喜んでくれるカードが作れるかな？ 

昨年度は緊急事態宣言の発令を受けて中止となりましたが、今年度は感染防止対策を講じた

上で、発表会を開催します。プラッツ習志野で開催する最初の発表会となります。夏季休業期

間中ということもあり、英語科職員に限らず関係の先生方に御覧いただけるようになりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

                      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

初回ログインを終え、各校タブレット端末の積極的な活用が始まっています。また、５月１０日（月）
から「ＩＣＴ支援員」による訪問が始まり、総合教育センター指導主事等も同行してタブレット端末を
活用した授業の支援や環境整備等に取り組んでいます。 今回は、鷺沼小学校のタブレット端末活
用例を紹介します。 

タブレット端末にインストールされているソフト
「Word」を使ってお絵かきをしました。 
担任の先生が、大型モニターと実物投影機を活用し

て、Word の起動の仕方や操作の方法をゆっくりと丁寧
に指導していました。また、ICT 支援員がタブレット端末
や実物投影機の操作をし、先生の説明をサポートしてい
ました。 

活用例① １年生 タブレットでお絵かき & 明日の連絡をカメラで撮影 

使い方の説明を聞くと、子どもたちは
夢中になってお絵かきを始めました。付

属のタッチペンで絵を描く子もいれば、
自分の指で絵を描く子もいて，それぞれ
が描きやすい方法で生き生きと取り組
んでいました。 【タッチペンを使って】 【指を使って】 

ひらがなの学習が始まったばかりの１年生にとって、黒板に書かれ
た明日の連絡を連絡帳に書き写すことはなかなか大変です。そこで、
タブレット端末にインストールされている「カメラ」を使い、先生と一緒
に明日の連絡をパシャリ！ 
タブレット端末を家庭に持ち帰り、明日の持ち物や宿題等を保護者
と一緒に確認することができます。 

活用例② ６年生 理科の学習 実験結果を Teams で共有 

６年生理科「ものの燃え方」の学習で、大気中の酸素や二酸化
炭素の濃度を測定し、グループごとに測定した結果を「Teams」
で共有する授業実践が行われました。 
担任の先生があらかじめ用意した Excel のワークシートにアク

セスして「共同編集」を行いました。 

「共同編集」とは、Wordや Excelのワークシートに一斉にアク
セスし、同時に書き込むことができる便利な機能です。 
ワークシートにデータの平均値がすぐに表示されるような計算
式を設定しておけば、実験結果が素早く表示され、結果の共有が
あっという間に行えます。 

 
大型モニターで 

実験結果を共有 
 

各グループで 

実験結果を入力 

－４－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭科の作品製作 

鹿野山自然体験教室 

学習の様子 東部体育館での体育活動 

バルコニー  
プレイルーム 

   及びキッチン 学習室  

「フレンドあいあい」は、いろいろな理由で学校に行くことができない子どもたちのために作られた習志野市の
適応指導教室です。 

－５－ 

 東習志野小学校に隣接する東習志野こども園の敷地内に併設された「こどもセンター」の 
２階にあります。室内には、学習室、プレイルーム＆キッチン、和室、室外には広いバルコニーがあります。 

各教科の学習や体育活動（週１回東部体育館で実施）、書道教室（月１回）、ＰＣ学習（月１回）、英語活動（学

期１～２回）、小集団活動（会活動やレク等）を行います。また、校外学習や鹿野山自然体験教室を実施したり、必

要に応じて中３生徒には面接練習等も行ったりしています。今年度は教室用の Wi-Fi ルータを用意し、子どもた

ちに配られたＰＣを活用できるような学習を行います。 

書道教室で書初め練習 

社会的自立や学校生活への復帰ができるように、児童生徒の自主性や主体性を
尊重しながら興味・関心・能力に応じて弾力的な指導・支援を行っています。 

自分を変えようと自ら一歩踏み出した子どもたちの居場所が「フレンドあいあい」です。その子どもたちが更に
前に進み社会的自立ができるようにするためには、保護者や学校と連携を図りながら適切に指導・支援していく
ことが必要です。 
ぜひ、市内小中学校の先生方には「フレンドあいあい」の活動を知っていただくとともに、実際の教室を見に来

ていただけると嬉しく思います。 

 

学校訪問相談で把握した状況を精査し、家庭訪問が可能な御家庭には、 

御家族の御依頼のもと、家庭訪問相談を実施しています。 

市内全小中学校を訪問し、各校の不登校児童生徒の状況把握を行っています。 

 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=BgBw%2fvCg&id=17C8DE4449EF09CBE51EFDD513C96BF3A54BC01D&thid=OIP.BgBw_vCgUM3m_vlTSwKyRQHaIW&mediaurl=https%3a%2f%2f2.bp.blogspot.com%2f-SnOP5e7OqJA%2fVWmAp9K3otI%2fAAAAAAAAtzA%2fcixorKVXx9s%2fs800%2fhiokoshi_yumigiri.png&exph=800&expw=709&q=%e7%81%ab%e3%81%8a%e3%81%93%e3%81%97+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=607990747287281963&ck=D745080CDBF0F646E323FA56A206AB91&selectedIndex=0&FORM=IRPRST


 

  

 

 

 

    

 

 

    

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

                

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

         

子供教室の様子② 

消毒もバッチリ ＜教室の様子＞ みんなでじゃんけん大会！ 

大忙しの受付 一生懸命宿題を頑張っています！ 

～ 放課後子供教室コーディネーター  高原 さん より ～ 

～ 放課後子供教室コーディネーター  野口 さん より ～ 

 

子供教室を通して、子どもたち自身で遊びやルールを考えられるように
様々な活動をしています。そして、子どもだけでなく、子どもの持ち帰っ
た作品を家族で楽しんだり、企画したりする職員もワクワクできるような
教室作りをしていきます！ 

 

相手の気持ちになって考えられる思いやりのある子が多いです。 
そんな一人ひとりの素敵な長所をこれからも見つけていき、伸ばしてい
けるよう見守っていきたいです！ 

～ 放課後子供教室コーディネーター  高原 さん より ～ 

・毎月行う「カレンダーづくり」がとても楽しいです！ 
・学習室や図書室、体育館など、場所によって遊ぶものが変わって楽しいです！ 
・放課後に他の学年の子と勉強したり、遊んだりするのが楽しく、嬉しいです！ 

－６－ 

＜風船ゲームの様子＞ 

・ぬり絵大会やアイロンビーズなどイベントがたくさんあって楽しいです！ 
・自分たちでお勉強ができるところがとてもいいです！ 
・ほかの学年のお友達がたくさんできてうれしいです！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

                        

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 リレー連載 習志野市立第二中学校 
校長：内山 晃男  教頭：渡邊 邦彦 

学校教育目標 「自ら学ぶ 人間性豊かで たくましい生徒の育成」 

 

新型コロナウィルス感染防止のために様々な行事が中止や縮小されたことから、式は豪華に晴
れやかに行いたいと考えました。令和２年度の卒業式から写真撮影スポットの設置や茶華道部が

作成した作品を随所に飾る取り組みをしています。 

本校は全校生徒６６７名、教職員５２名という中規模校です。明るい挨拶をしてくれる生徒が

多く、部活動も盛んです。教職員も若手とベテランがバランスよく配置され、教職員の仲も大変

良く、とても明るい雰囲気の学校です。昨年はお年寄りを助けた 

ことによる市長賞をいただいた生徒や、駅前で倒れた人のために 

AEDを探しに走り回るなど、率先して救助活動を行い、人の役に 

立つことを積極的に行うことのできる生徒が多くいます。 

－７－ 

No.４ 

写真スポット 

 

茶華道部の作品 

 

生徒が落ち着いて学習に取
り組めるように一昨年度か
らユニバーサルデザインを
重視した教室環境を目指し
取り組んでいます。 
教室環境のためのしおり
を作成し、全クラスが前面
には掲示物を一切貼らず、
サイドには同じ掲示物を同
じ場所に貼ることを実践し 

ています。また、黒板の両サイドにある連絡黒板にはカーテンを付け、授業中は閉めることを
実践し、集中力が高められるようにしています。全授業で ICT機器を有効活用した授業を行い、
生徒の興味関心・意欲の向上を図っています。 
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野球部は、昭和５８年全国大会準
優勝を果たし、その後も新人戦等で
千葉県大会において優勝しました。
平成１５年度には新人戦千葉県大
会で優勝し関東大会出場、８月に念
願の全国中学校軟式野球大会で優
勝することができました。 

 

記
念
碑 

平成１６年 第２６回全国中学校軟式野球大会 優勝 
昭和５８年 第５回全国中学校軟式野球大会 準優勝 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８－ 

～好きですふるさと習志野～    

 

教育長コラム 

新型コロナウイルス感染拡大防止の影響で、昨年１１月から
延期されていた AIBA 世界ユース選手権大会が、令和３年４
月１０日（土）～２４日（土）にポーランドで開催され、令和
２年度に習志野高校を卒業した堤麗斗選手（現東洋大学）が男
子６０㎏級で見事優勝し、世界チャンピオンに輝きました。堤
選手は帰国後２週間の隔離生活を終えた翌日５月１３日（木）
に表敬訪問され、市長、議長、教育長に優勝の報告をしました。 
さらに４月２９日（木）にベストボクサー（大会最優秀選手） 
に選ばれました！！ 

５月１３日（木）表敬訪問 於：市庁舎 

※写真撮影時のみ、 マスクを外しています。 

コロナ禍が続く中、私にとってはプロ野球のテレビ観戦が、ささやかな楽しみの一つにな

っています。ある時、ベンチの中で選手が小さなノートを出して何かを書き込んでいる姿が

映し出されました。その様子を、かつての名選手は、「私も現役時代は、よくノートに対戦の

ことをメモしておきました。次につなげたいからです。結果が出なければ使ってもらえない

世界です。だから選手も必死です。」と解説をされていました。 

昨今、競技によってはタブレット PC を活用することもあるようですが、自分で書く、記

録をとることはスポーツのみならず、様々な場面で有効です。また、アンガーマネージメン

トの考え方では、自分の怒りを記録にとる（「アンガー・ログ」）ことで、「怒り」を冷静な判

断に変えられるそうです。（安藤俊介氏「アンガーマネージメント入門」より） 

教育においては、板書とノートの関係に始まり、週案と指導記録に至るまで、書くこと、

記録をとることの重要性、有効性は言うまでもありません。また、特別支援教育においても、

「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」を活用して、計画すること、記録することは、

よりよい指導や支援へとつなげていくために重要となります。ただ、日常の教育活動（仕事）

に忙殺され、記録が後回しになってしまう現実も見逃すことはできません。必要な時に記録

できる環境を用意することが教育者の務めであり、責任でもあります。  

 （教育長 小熊 隆） 

             


